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福岡県感染症発生動向調査感染症週報 
令和４年第２８週（令和４年７月１１日～令和４年７月１７日） 

 

 

■ コメント  

・RSウイルス感染症の報告数が増加しています。RSウイルス感染症の症状は、軽い風邪のような

ものから重い肺炎まで様々です。多くは軽症で済みますが、咳がひどくなり、肺炎になる場合

もあります。特に乳児期早期に初めて感染した場合は、症状が重くなることがあるため注意が

必要です。感染予防のため、流水・石けんによる手洗い、アルコール製剤による手指・おもち

ゃなどの消毒が有効です。 

・福岡県感染症情報ホームページ(http://www.fihes.pref.fukuoka.jp/~idsc_fukuoka/)では、感

染症発生情報、病原体検出情報などがご覧になれます。 

 

■ 全数把握疾患報告 

病名 
福岡県 全国（前週） 

報告数 累積報告数 報告数 累積報告数 

結核 4 390 209 7,568 

腸管出血性大腸菌感染症 6 80 88 1,035 

レジオネラ症 1 26 47 910 

カルバペネム耐性腸内細菌科細菌感染症 2 51 15 833 

後天性免疫不全症候群 1 44 12 464 

梅毒 12 256 174 5,883 

破傷風 1 3 0 43 

  ※新型コロナウイルス感染症の最新の発生状況等は別紙をご覧ください。 

 

■ 定点把握疾患報告数 

病名 
福岡県 全国(前週) 

報告数 定点当たり 前週比 報告数 定点当たり 

インフルエンザ 4 0.02 - 49 0.01 

ＲＳウイルス感染症 253 2.11 1.51 4,738 1.51 

咽頭結膜熱 34 0.28 0.83 1,181 0.38 

Ａ群溶血性レンサ球菌咽頭炎 178 1.48 1.03 1,243 0.40 

感染性胃腸炎 527 4.39 0.76 14,302 4.55 

水痘 12 0.10 3.00 215 0.07 

手足口病 86 0.72 0.99 4,474 1.42 

伝染性紅斑 0 0.00 0.00 32 0.01 

突発性発しん 52 0.43 0.79 1,217 0.39 

ヘルパンギーナ 23 0.19 1.35 1,063 0.34 

流行性耳下腺炎 9 0.08 0.90 115 0.04 

急性出血性結膜炎 0 0.00 - 2 0.00 

流行性角結膜炎 1 0.04 0.20 165 0.24 

細菌性髄膜炎 0 0.00 0.00 4 0.01 

無菌性髄膜炎 0 0.00 0.00 17 0.04 

マイコプラズマ肺炎 0 0.00 - 10 0.02 

クラミジア肺炎 0 0.00 - - - 

感染性胃腸炎（ロタウイルス） 0 0.00 - 1 0.00 
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○県内における新型コロナウイルス感染症の発生状況等について 

 

 
 

 
 

・福岡県では、下記のホームページにて随時、発生状況や感染予防策などの情報提供を行って

います。 

◇新型コロナウイルス感染症ポータルページ 
https://www.pref.fukuoka.lg.jp/contents/covid-19-portal.html 

 

 

 

 


